
知っているようで知らない

住友理工の仕事
第 10回　事務機器用品

技術課

スミス

お…オー
サンキューベリマッチ！

日本語で
OK よ！

良く来たわね
Ms.友井

友井さん
いらっしゃい

僕は河村です
よろしく！

こちらは
Ms. スミス

フン
やっと来たわね

富士裾野製作所工場内――

うわー
すごい！

工場敷地内から
富士山が見える！

あのこちらでは
コピー機や複合機の
ローラーやブレードを
作ってると聞いたのですが…

私のイメージでは
単純に丸く作るだけみたいな
感じなんですけど…

なんですって…
オゥノゥ！

ファッ !?

技術課

河村



スミスさん
落ち着いて

友井さんは製品自体
知らないから…

…まあいいわ
まずはプリンターの仕組みから
教えてあげるわ！

はっはい
お願いしますっ！

こちらは
当社の製品がプリンターの
どこに使われているかを
示した図よ

へえー
なんだか複雑

流れとしては

①帯電
まずは感光ドラム表面に
マイナスの静電気を帯びさせる

静電気を
何に使うんだろう…

②露光
光で感光ドラムに
印刷する画像を描く
この時、光を照射した部分は
電位が下がる

静電気で
画像を描く…
その先が想像できないぞ

④転写

②露光トナー補給

①帯電

⑤定着

感光ドラム

加圧ローラー

用紙の流れ

レーザーで
露光

帯電部分

印刷
したい
部分

A. 給紙・搬送ロール
B. トナー供給ロール

④中間転写ベルト ③現像ロール

①帯電ロール

⑥クリーニングブレード

③現像

A

①帯電ロール

感光ドラム

B

帯電ロール

レーザー光

感光ドラム



③現像
感光ドラムの
電位が下がった部分にだけ
トナーの粉が付着

発泡スチロールの粉が
下敷きの上ではじかれる
感じかぁ

イメージ的には
そうね

④転写
感光ドラムに転写ローラーで用紙を密着させ
用紙裏側からプラスの電荷を与えて
トナーを用紙に移す

用紙に移動…
そんな技術があるんだ

⑤定着
最後にトナーが転写された用紙に
熱と圧力を加え
トナーを用紙に定着

こんな流れなのよ すっごい！

こんな複雑な機能が
プリンターにあるなんて
初めて知りました！

ま、まあ
そういうことね

なんとなく
分かってきた…

③現像ロール

現像ロール

トナー

感光ドラム

感光ドラム

印刷用紙



あの…スミスさん
⑥クリーニングブレードって
どこで活躍しているの
でしょうか？

Oh!
説明忘れてたわ

ブレードは大切なのよ

トナーの粉を
取り除く役割を持ってるわ

なるほど！

ベリーイージーに
見えるかもしれないけど
精密な製品が求められるの
「トナーの粉」って
ミクロンオーダー

（1/1000mm）サイズなのよ

たしかに
目で見えない
サイズですね

Oh!
友井さん

触ってるけど…
服について
こすっちゃうと
とれなくなるわよ

ワッ！
ついちゃった！

ココ

感光ドラムから
転写後に残ってしまった



ン…？

ところで
さっき静電気を制御する
って言ってましたけど

「ゴム」って電気を通さない
んじゃなかったでしたっけ？

私たちはゴム・
高分子化合物の
プロよ…

できないことを
できるようにする

これまでのノウハウ
「高分子材料技術」を
生かしてね

ちょっと難しいんだけど
電気が流れるとは
　:電子が移動するということ

あ…あと
変な質問ばかりですが
ゴムって逆にトナーがくっついて
しまいそうなんですけど…

それも私たちの技術で
解決できるのよ！

まあまあ
…そこは私が
説明しますよ

分散導電やイオン導電
によってゴムに導電性を
付与しているのよ

分散導電 イオン導電

材料に
CB（カーボンブラック）を
混ぜることで
ゴムの分子内でも自由電子が
CBを通じて移動する。
すなわち電気が流れるのよ
この配合が難しいの

イオン導電は自由電子が
直接移動するのではなくて、
配合した導電剤が
陽イオンと陰イオンに解離し、
陽極と陰極に分極することで、
見かけの電気を流すのよ

製品表面

電流

e̅

電
流

電流

イオンの
移動

電流

電子の
動き

電子

CB
ゴム ゴム



たしかに友井さんがいうとおり
ゴムにトナーがくっついてしまうと
印刷がだめになってしまう

なので表面に凹凸をつけたり
化学的にトナーとくっつきにくい成分を
表面に配向して「タック性」
すなわち粘着性を制御しているんだ

おおー

すみません
すごく精度が高い
製品なんですね…

そうだね

トナーの粒子が
すごく小さいから

それを扱う当社製品も
高精度で高機能

こういった高精度な製品を
ここ富士裾野製作所で
作っているの！

製品だって非研磨で
薄膜塗工といった製法によって
表面を均一にして、
印刷ミスが起こらない
ようにしているんだ

真円度　：　5μｍ　＞
　フレ　：　30μｍ　＞
※中心軸を中心として回転させたときのズレ

（ゴム硬度　30°　Φ 12-230L）

あ、ちなみに
この現場の制服は

ほこりなどが
混入しないように
防塵服なんだよ



そしてもちろん
検査もしっかりと
行っているよ

目に見えないほど精密だから
機械も導入して検査しているんだ

当社のコアコンピタンスを
生かした製品が

フン！
やっとわかってきたじゃない

今まで何気なく使っていた
オフィスや家庭でのプリンター
印刷に貢献しているんですね！



友井の西へ東への取材も終わり？
人が住む「住宅」用に使われる「ゴム」って ??

ありがとうございました！
そろそろ行きますね！

またねー

…

ま、まだ見るところあるんだから
また来なさいよね！

はい！

さて…
そろそろ久住さんから
連絡がきそうなんだけど…

次はどこかな

えっ！

やっ…
やっと愛知に帰れる…


